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フランチェスコ・アルンノ著『世界の構造』 
                    ティムソン ジョウナス（利用者支援課） 
 
 
早稲田大学図書館が和洋問わず数々の貴重書を所蔵して
いることは予てよりよく知られているところだが、ここではそれら
の中から資料紹介として、16 世紀イタリアの文法家・書家であ
った人文主義者フランチェスコ・アルンノ(Alunno, Francesco 
1485-1556)によって編纂された、『世界の構造』 (Fabrica 
del mondo)をとりあげる。 
○ 
フランチェスコ・アルンノは、出生名をフランチェスコ・デル・
バイロ(del Bailo, Francesco)といいi、イタリア北部の都市フェ
ラーラ (Ferrara)で生まれ、生地フェラーラとウーディネ
(Udine)において学問を修めた後、算術や書写の教師として
活躍したほか、ペトラルカやボッカチオの作品の用語解説本
などを刊行した人文主義者(ヒューマニスト)である。 
○ 
さて、“世界の構造” ―Fabrica del mondo―と題したこの本
は、神(Dio)、天国(Cielo)、世界(Mondo)、元素(Elementi)、
魂(Anima)、身体(Corpo)、人間(Uomo)、質(Qualita)、量
(Quantita)、地獄(Inferno)という、全部で 10 の章から構成さ
れた辞書、あるいは百科事典のようなものであり、それぞれの
“カテゴリ”の中には、各カテゴリを形成する要素(各語句)が列
挙され、それらの意味は、ラテン語のほか、ダンテやペトラルカ、
ボッカチオという 14 世紀イタリアを代表する三大作家の作品
をはじめとした珠玉の作品群から文例を引用する形で説明が
なされている。そしてそれはタイトルページにも「ダンテ・ペトラ
ルカ・ボッカチオ、そしてその他の優れた作家の、全ての言葉
を含む…(Nella quale si contengono tutte le voci di 
Dante, del Petrarca, del Boccaccio, e d'altri buoni 
autori…)」と明示されている。 
○ 
イタリアでは、ルネサンス期初頭の14世紀から、文化人らに
よるイタリア人共通の言語の形成を議論する動きがあったが、
その動きの中でも最も重要な位置を占めているのが、16 世紀
初頭に起きた「言語論争」 (Questione della lingua)と呼ば
れる ものである 。 こ の言語論争では 、 『 廷臣論 』 (Il 
Cortegiano)で知られるバルダッサーレ・カスティリオーネ
(Castiglione, Baldassare 1478-1529)を筆頭とした、宮廷の
共通語を基盤とした折衷語を使用することを主張する流れと、
ペトラルカに影響を受けたピエトロ・ベンボ(Bembo, Pietro 
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1470-1547)を筆頭とした、ダンテやペトラルカ、ボッカチオの
作品中に用いられていたトスカーナ(イタリア北部の地方)の方
言を基調とした共通語モデルを確立すべきだと主張する流れ
が主に対峙していた。 
結局はベンボを筆頭とした派閥が主勢となり、トスカーナ方
言を基調とする言語モデルがいわゆる「イタリア語」としての地
位を確立したのであるが、そうした流れの中で、16 世紀初頭
からダンテやペトラルカ、ボッカチオの作品をはじめとする大
作家の使用語彙を解説した”辞典”が北イタリアで作成され、イ
タリア語の辞書編纂の伝統が生まれるのである。アルンノの生
地フェラーラも、まさにイタリア北部に位置する都市であり、ま
た、アルンノ自身が各語彙の例文にダンテやボッカチオ、ペト
ラルカの作品を引用していることは、当書が紛れもなくトスカー
ナ方言を基調とした言語モデルの流れに乗って製作されたも
のだということを裏づけている。 
○ 
本書の初版は 1548 年であるが（ただし、初版本の奥付に
は 1546年、コジモ・ディ・メディチ＝コジモ 1世ii(Cosimo I de’ 
Medici 1519-1574)への献呈文には1558年との記載がある）、
アルンノの辞書を編纂するという企ては成功し、彼の死後も、
1612 年に至るまで 12 回にわたって版が重ねられている。早
稲田大学図書館では、同書の 1562 年版(戸山：F874 F43d  
三浦朱門氏寄贈)、1588 年版(中央：F873 00010)、1612 年
版(中央：語 862 00011 61)を所蔵している。 
○ 
ちなみに、1562年版、1588年版、1612年版と版を重ねる
上で、アルンノの編纂した基本の形はそのままに編纂者も変
わり、また、引用している作品の数も変わっていっている。例え
ば、初版の 1548 年版(本学未所蔵だが Google Books にて
バイエルン州立図書館の館蔵本がデジタル版にて閲覧可能)
では、引用している作家としてペトラルカ Petrarca、ダンテ
Dante 、 ボ ッ カ チ オ Boccacio 、 ア リ オ ス ト (Ludovico 
Ariosto1474-1533) 、 サ ン ナ ザ ロ (Jacopo Sanazzaro 
1458-1530)、ヴェルギリウスiii(Virgilio B.C.70-A.D.19)、ア
ルンノ、“その他の作家(Taleautore)”が挙げられているが、本
学所蔵の1560年版では先述の8つの名前に加えてベンボが
加わり、それは 1612 年版まで引き継がれている。ちなみに、
引用元にベンボの著作が加わっているということは、この辞書
がトスカーナ方言を基調とした言語モデルの推進者たちによ
って慣用されてきたことを伺わせる。 
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なお、1612 年には、イタリア語の純正化を目的として 1583
年に発足した、クルスカ学会(Accademia della Crusca)によ
るイタ リア語辞書 『 クルスカ辞書 』 (Vocabolario degli 
Accademici della Crusca)が刊行されているiv。このクルスカ
辞書は、イタリア語における“辞書”の形式を確固たるものにし、
ヨーロッパにおける国語辞書の先駆となったものであるが、や
はり各語句の説明にダンテやペトラルカ、ボッカチオらの作品
が引用されているところから、このクルスカ辞書もアルンノの編
纂した『世界の構造』を少なからず踏襲していることが見て取
れる。なお、1612年を最後に『世界の構造』が重版されていな
い事を鑑みると、イタリア語の辞書を編纂する試みはクルスカ
学会に引き継がれたとも考えられよう。 
○ 
 この『世界の構造』については、各版の比較や同時代におけ
る受容の状況など、さらに調査・検証が進められることが望ま
れる。なお、早稲田大学図書館では、今回紹介した『世界の
構造』のみならず、同書で引用されている作家の著作や、同
書と同時代の著作も貴重書として所蔵している。改めてそれら
多数の資料の価値が見いだされ、早稲田における学問がさら
に活性化すること、あるいは早稲田が網羅する学問領域がさ
らに広がることを期待しつつ、微力ながらも拙稿がそのきっか
けの一端を担うことができれば幸いである。 
 
                                                   
i フランチェスコ・アルンノのAlunnoはラテン語のAlmunusを語源と
し、「生徒」、もしくは「子ども」を意味する。アルンノは、自身の才能は
天から授かったものであり、他の誰からのものでもないと考えたことか
ら、自身を Alumnus Musarum Franciscus(ムーサの生徒フランチ
ェスコ)あるいは Franciscus Pieridrivi verus Alumnus(ピーエリデ
スの真の生徒フランチェスコ)と称し、その名で知られた。しかし、いつ
頃、どのようにしてフランチェスコが“アルンノ”の呼称を得たかについ
ては明らかになっていない。なお、ムーサやピーエリデスは文芸を司
る神々のことである。 
ii 本書では Cosimo de Medici とのみ記載されている。 
iii ヴェルギリウスはダンテに多大なる影響を与えている。ダンテは『神
曲』において自身の詩の根源をヴェルギリウスに置き、またその作中
の登場人物のひとりとして登場させている。 
iv 本学では 1976年に Licosa Reprints社によって刊行されたリプリ
ント版を所蔵している (中央：語 862 00051  6)。 
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